
施工パネルの取り付け
（　　　　　）
～ 排水管と本体の接続

便器本体とねじ付ストレート管・
ストレート管の取り付け

～ カバーの取り付け

施工説明書に従い、
「止水栓への接続」までを実施する

施工説明書に従い、
「洗剤タンクの取り付け」以降を実施する

別紙 別紙
手洗ユニット（本書） 手洗ユニット（本書）便器部（アラウーノSまたはアラウーノ（CH120）の施工説明書） 便器部（アラウーノSまたはアラウーノ（CH120）の施工説明書）

施工説明書 手洗ユニット
専用

■施工前にこの施工説明書を必ずお読みのうえ、正しく施工してください。　　■便器を取り付ける前に手洗ユニットを先に取り付けてください。　　
■アラウーノを設置する場合は、本書と便器の施工説明書のほか、アラウーノ専用手洗ユニット  カウンタータイプ、コーナータイプ用配管に同梱の施工説明書をご覧ください。

取り付け前に安全上のご注意
  1. 給水管工事は専門業者（指定給水工事事業者）が施工するよう
      にお願いします。
  2. 使用水道圧範囲は0.098（動水圧）～0.735（静水圧） MPaです。
  3. 配線工事は必ず電気工事店にご依頼ください。
  4. 一部の特定地域では設置できない場合や水道事業管理者の
      承認が必要な場合があります。
      弊社営業所、または販売店にご相談ください。
  5. 手洗器を便器の止水栓と反対側に設置する場合、給水ホース
      の延長が必要です。    
 　    品番：CH110RT08　
 　    品名：R勝手用連結ホース800
  6. 内開きのドアの場合、ドアが商品にあたらないことを確認
      してください。
  7. 止水栓および便器は、この商品に含まれておりません。
      別途お求めください。
  8. 本書では、便器に向かって、手洗器を左に設置する場合を
      Lタイプ、右に設置する場合をRタイプと呼んでいます。
  9. 　　 　  の場合は、ホルソー（φ45 mm～φ52 mm）を
      ご準備ください。（アラウーノS設置の場合のみ）

各部のなまえと部品確認（　　　　   は施工タイプ記号）

■ 浴室など湿気の多い場所、水洗い
　 掃除ができる床に設置しない
        感電や火災の原因になります。

■ 給水パイプに強い力を加えない
        破損により、水漏れの原因になります。

■ 屋外および傾斜のあるような
　 壁面、振動の激しい場所には
　 施工しない
        本体が破損し、発火や発煙の原因に
        なります。

■ 手洗いボウルにがたつきがないことを
　 確認する
        がたがあると落下や転倒によるけがの原因
        になります。

■ 施工終了後、給排水管から水漏れの
　 ないことを確認する
        水漏れがあると家財などに損害を与える
        おそれあります。

■ 凍結のおそれがある地域では、水抜き
　 など凍結防止措置を行う
        水抜きしないと水漏れなどで家財などに
        損害を与えるおそれがあります。

警告 注意

禁　　止

水場使用禁止

分解禁止

必ず守る

■ 分解・改造・説明書記載以外の
　 修理は絶対に行わない
        感電、火災、けがの原因になります。

■ 必ず上水道に接続する
        上水道以外に接続すると、皮膚の炎症などを起こす
        おそれがあります。

■ 壁面の固定は、必ず同梱の指定ねじ、指定
　 金具、施工パネルを使用する
■ 柱・間柱は腐食などで強度不足でないことを
　 確認する
■ 施工パネルや取付プレートの壁面固定位置の
　 壁裏下地強度が十分あるかを確認する
■ 十分な壁裏か下地強度が確保できない場合には、
　 板厚12 mm以上の合板で、壁面補強する
        守らないと取り付け強度が確保できず、転倒落下に
        よるけがの原因になります。

必ず守る

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

B
D

A C

B D

１

７

８

１３

A B C D

施工手順表

取付寸法 コーナタイプ標準A 取付寸法 カウンタータイプ標準B

A B

取付寸法 コーナタイプ前出し 取付寸法 カウンタータイプ前出し

※図はアラウーノS設置の場合の取付寸法です。アラウーノ設置の場合の取付寸法は、アラウーノ専用手洗ユニット  カウンタータイプ、コーナータイプ用配管に同梱の施工説明書をご参照ください。

C D

C D

D

必ずお守りください

B
D

※施工タイプによって4つのタイプ（施工タイプ記号  A 、B 、C 、D ）に分類されます。
　該当の施工タイプ記号をご確認の上、施工してください。
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手洗器本体

カウンター（カウンタータイプ標準）
カウンター（カウンタータイプ前出し）

CH110TFWL(R) CH110TFZWL(R)

前出し

カウンタータイプ

手動単水栓 自動単水栓

CH110TFSK CH110TFJK

手洗器タイプ コーナータイプ カウンタータイプ
便器、手洗い設置位置
施工タイプ記号

標準 前出し 前出し
A C D

品番
【本体】

手動水栓 自動水栓 手動水栓 自動水栓 手動水栓 自動水栓 手動水栓 自動水栓
CH110TSK CH110TJK CH110TSZK CH110TJZK CH110TFSK CH110TFJK CH110TFSK CH110TFJK

手洗器本体
  手洗ボウル（手動） 1 1 1 1
  手洗ボウル（自動） 1 1 1 1
  コントロールユニット 1 1 1 1
  エルボ付給水ホース 1 1 1 1
  トラップカバー 1 1 1 1 1 1 1 1

  ハンドルカバー 1 1 1 11
給水ブロック
  分岐水栓 1 1 1 1 1 1 1 1
  給水ホース(0.7 m) 1 1 1 1
  給水ホース(1.6 m) 1 1 1 1
  サドルバンド
（給水ホース用） 1 1 1 1 4 4 4 4

排水ブロック
  排水トラップ 1 1 1 1 1 1 1 1
  I管 1 1 1 1 1 1 1 1

  L管３（222×80） 1 1 1 1

  L管１（80×60） 1 1 1 1
  L管２（302×80） 1 1 1 1

  偏心管 1 1
1 1

1 1
  ねじ付ストレート管 1 1

1 1
1 1

  ストレート管
  導入L管 1 1 1 1 1 1 1 1
  導入ストレート管 1 1 1 1
  エルボ 1 1 1 1 1 1
  サドルバンド（排水管用） 1 1 1 1

1 1 1 1

3 3 3 3

ねじセット
  皿木ねじ（φ4.5×45 mm） 4 4 4 4 4 4 4 4

  ウスバインドタッピンねじ
（φ4×23 mm）
  皿木ねじ
（φ4.5×20 mm） 1 1 1 1

施工説明書 1 1 1 1 1 1 1 1

品番
【カウンター】

【カウンター】

CH110TFWL(R) CH110TFZWL(R)
塩ビ管（VP25）L=850 1 1
塩ビ管（VP25）L=950 1 1
配管カバー（横）L=900 1 1

1 1
配管カバー（横）L=1000 1 1

1 1
取付プレート（横）L=900
取付プレート（横）L=1000
配管カバー（縦） 1 1 1 1

2 2 2 2
取付プレート（縦）

カウンターL＝900 1 1
カウンターL＝1000 1 1
カウンター固定金具 2 2 2 2
金具カバー 2 2 2 2

1 1 1 1ペーパーホルダー補強金具

2連ペーパーホルダー 1 1 1 1
  なべタッピンねじ
  （φ 4.5×30 mm） 4 4 4 4

  なべタッピン
  セムスねじ（φ4.5×18 mm） 4 4 4 4

配管カバー補強金具

手動単水栓

前出し

自動単水栓

CH110TSZK CH110TJZK

標準
B

手洗器タイプ コーナータイプ カウンタータイプ
便器、手洗い設置位置
施工タイプ記号

標準 前出し 前出し
A C D

標準
B

タッピンねじ
（φ4×50 mm）

タッピンねじ
（φ4×16 mm）

  配管固定板
3 3 3 3

1 1 1 1

  施工パネル 1 1 1 1 1 1 1 1

  トラスタッピンねじ
（φ4×20 mm） 10 10 10 10

  トラスタッピンねじ
（φ4×45 mm） 8 8 8 8 32

3 3 3 3

32 32 32

  ワッシャー 1 1 1 1
  化粧カバー 1 1 1 1

  サドルバンド固定板

高さ寸法基準点 高さ寸法基準点 高さ寸法基準点 高さ寸法基準点 高さ寸法基準点 高さ寸法基準点

排水ブロック（コーナタイプ標準） 排水ブロック（コーナタイプ前出し）

排水ブロック（カウンタータイプ標準）
排水ブロック（カウンタータイプ前出し）

  トラスタッピンねじ
（φ4×16 mm） 4 4 4 4

単位：mm 単位：mm 単位：mm 単位：mm

※        部分が
　壁面補強範囲です。

※        部分が
　壁面補強範囲です。

※        部分が
　壁面補強範囲です。

※        部分が
　壁面補強範囲です。

※        寸法は　  と
　異なる寸法です。

※        寸法は　  と
　異なる寸法です。

※        寸法は　  と
　異なる寸法です。

本体

カウンター

標準便器、手洗い設置位置

コーナータイプ手洗器タイプ

手動単水栓 自動単水栓

CH110TSK CH110TJK

施工パネル
手洗いボウル
（手動単水栓）

手洗いボウル
（自動単水栓）

トラップカバー

エルボ付
給水ホース

コントロールユニット
(自動単水栓のみ)　

900※は、L＝
1000

給水ホース

0.7m

1.6m
分岐水栓

カウンター※

取付プレート（横）※

配管カバー
補強金具

配管カバー（横）※

配管カバー（縦）

取付プレート（縦）

カウンター固定金具

金具カバー

ペーパーホルダー
補強金具

2連ペーパー
ホルダー

サドルバンド
(給水ホース用)

施工説
明書

A B C D 給水ブロックで

B
D

A B C D

A B C D

施工タイプ記号 A C D

A B C D
説明書使用するホース

標準

手動単水栓 自動単水栓

CH110TFSK CH110TFJK

B

I管

導入L管
（230×52）

導入L管
（230×52）

L管2
（302×80）L管2

（302×80）

L管1
（80×60）

L管1
（80×60）

エルボ

ねじ付
ストレート管

ストレート管

導入ストレート管

排水トラップ

サドルバンド
(排水管用)

サドルバンド
(排水管用)

A C

塩ビ管
850L＝
950

サドル
バンド
(排水管用)

サドルバンド
(排水管用)

排水
トラップ

偏心管

I管

L管3
（222×80）

サドルバンド
固定板

サドルバンド
固定板

サドル
バンド
(排水管用)

導入L管
（230×52）

ねじ付
ストレート管

導入ストレート管

エルボ

B
D

D のみ同梱

カウンターブロックに
同梱

サドルバンド
固定板

配管固定板 配管固定板

I管

排水トラップ

1



カウンターと2連ペーパーホルダーの取り付け（　　 ）（　　  の場合　　 給水ホースの固定へ）５

手洗いボウルの取り付け（　　　　  ）３給水配管の取り付け（　　　　  ）２

コントロールユニットの取り付け
　（　　　　  自動単水栓の場合）４

施工パネルの取り付け（  　　　　）１

１０

取り付け手順　イラストはLタイプで表示しています。

■リフォームの場合は、既設の便器を取り外す。 ※完成イメージ図は、 　 ページをご覧ください。4

２ コントロールユニットに
エルボ付給水ホースを接続
する。

①コントロールユニットから
　ホース固定ナットを外し、
　ホース固定ナットをエルボ付
　給水ホースに通す。

②吐水ホースをコントロール
　ユニットにきちんと差し込む。

③ホース固定ナットをコントロール
　ユニットねじ部に手でしっかりと
　締める。

４ 給水ホースを回転エルボに取り付ける。

５ コントロールユニットをLタイプの場合、
Ｒタイプの場合に合わせて、施工パネル
の取り付け穴にトラスタッピンねじ
（φ4×45 mm）を使用して固定する。

１ 　　　　　　　　　　　　　

に従って手洗いボウルを取り
付けてください。

A B C D

皿木ねじ
φ4.5×45

壁

補強桟

補強桟

施工パネル

水準器

a

b

手洗いボウルの取り付け３

給水ホース

※裏から見たイラストです

Lタイプの場合

（
全
タ
イ
プ
共
通
）

延
長
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合

手洗いボウル

分岐水栓

水準器

50

50

50

50

50

50

50

50

コントロール
ユニット

３ センサーコードを接続する。
・コントロールユニットの
　センサーコードを接続する。

出荷時はLタイプ用に設定しています。
Rタイプ用に施工する場合は、下記に
従ってハンドルレバーの向きを変更
してください。

水栓ハンドルについて

パッキン
（青）

カウンター

袋ナット

給水ホース

手洗いボウル

この部分を掛ける

L金具

施工パネル

手洗いボウル

施工パネル 施工パネル

手洗いボウル
固定下穴

手洗いボウル

表面

側面から見た図

裏面

900 1000

777 777

カウンター長さ　  寸法（mm）L

L

258 308

カウンター高さ　  寸法（mm）H

H

金具取り付け　  ピッチ（mm）C

C
カウンター
固定金具

ペーパーホルダー
補強金具

カウンター下面

ペーパーホルダー
補強金具

2連ペーパーホルダー

金具カバー

カウンター
固定金具

A

B D A C

B C D

A B C D

パッキン
（黒）

エルボ付給水ホース

30 mmカット
※Rタイプはカットの
　必要はありません

50 mm

B D

すき間の
ないように

金具カバー

なべタッピンねじ
（φ4.5×30 mm）

カウンター
固定金具

×2コ

×2コ

施工タイプ記号

12 910 110 1010

575 525 575 525

寸法 mma

寸法 mmb

A B C D

A B C D

Lタイプの場合

閉状態

閉状態

出荷時の状態のままで
変更の必要はありません。

Rタイプの場合

ハンドル
レバー

水栓ハンドル
ハンドル固定ねじ

90 °
スプリング
ワッシャー

ワッシャー

トラスタッピンねじ
（φ4×45 mm）

施工パネルは、水準器などを使用して、必ず水平に取り付けて
ください。

ご注意

ハンドルカバー

床面

壁
面

セムスねじ
（ φ4.5×18 mm ）

セムスねじ
（ φ4.5×18 mm ）

セムスねじ
（ φ4.5×18 mm ）

ホース
固定ナット

エルボ付
給水ホース

すき間の
ないように

コントロールユニット

回転エルボ

パッキン（青）

突起部

３１２

ニップル

パッキン（青）

右図施工時は、別売品を
お買い求めください。
（品番：CH110RT08）

パッキン（青）

パッキン（青）袋ナット 給水ホース

袋ナット

止水栓

手洗器施工位置 止水栓

手洗器施工位置

袋ナット

延長ホース
（L800）

施工パネル

手洗いボウル

この穴のみ手洗い
ボウル固定下穴に
合わせる

トラスタッピン
ねじ
（φ4×45 mm）

A

A突起部分を   　に差し込み固定する

※水準器を使用して各部品を、
　がたつきのないようにしっかり
　取り付けてください。

回転エルボ

給水ホース

電源プラグ
トラスタッピン
ねじ
（φ4×45 mm）

分岐水栓へ

コントロール
ユニット

センサー
コード

４

注意

タッピンねじ
（φ4×45 mm）

タッピンねじ
（ φ4×16 mm ）

この穴を使用して壁面に
固定しない。
　金具カバーを差し込むため。

注意

指定以外のねじを使用しない。
　カウンター上面からねじが飛び
　出します。

注意

カウンター固定金具取り付け時

ペーパーホルダー取り付け時

取り付け図

センサー
コード

コントロール
ユニット

原寸図
16 mm

18 mm

タッピンねじ

セムスねじ

原寸図

壁面の裏側に補強桟を入れるか、板厚12 mm以上の合板で
壁面補強する。

エルボ付給水ホースを取り付けてください。
右図のように、向かって左側にコントロール
ユニットを取り付ける「Ｌタイプの場合」は、
エルボ付給水ホースの白いホースを30 mm
カットして取り付けてください。
カットしないとホースが折れ曲がってしまい
ます。

１

１

手洗いボウル上部を施工パネル上部に掛ける。

２

２

トラスタッピンねじ（φ4×45 mm）で固定する。

給水ホースを袋ナットで
固定してください。

１ ①取り付け図を参照して
　2連ペーパーホルダーと
　ペーパーホルダー補強金
　具を重ねて、壁面側から、
　なべタッピンねじ
 （φ4.5×30 mm）で固定
　する。（4か所）

②カウンター固定金具を
　壁面側からタッピンねじ
 （φ4×45 mm）で固定
　する。（3か所×2コ）

２ カウンターを取り付ける。
①ペーパーホルダー補強金具側は、
　セムスねじ （ φ4.5×18 mm  ）で
　固定する。（4か所）

②カウンター固定金具側は、
　タッピンねじ （ φ4×16 mm  ）で
　固定する。（2か所×2コ）

可動部

可動部

紙切板

このねじを止めるときは可動部
を手前に起こし紙切板を奥側に
してからねじを固定する。

３ 紙切板を元の状態にもどす。

４ 金具カバーを取り付ける。
（2か所）

可動部

可動部

紙切板を
カチッと鳴るまで
上にあげる

施工パネルを壁面に取り付ける。
※施工パネルにねじの下穴はありません。
　壁面の下地がある位置に、ねじで固定する。

ハンドルカバー
を取り付ける。

取り外した各部品を
元通り取り付けて
ください。

ハンドル
固定ねじ
を外す。

水栓ハンドルを90 °
まわしてレバーの
向きを変更する。

ハンドル
カバーを
取り付ける。

単位：mm

手動単水栓の場合
自動単水栓の場合

センサーコード

カウンター固定金具

2



排水配管の仮接続（　　　　  ）９

取付プレートの固定（　　 ）６ 排水管と便器本体の接続（　　　　  ）７

便器本体とねじ付ストレート管・ストレート管の取り付け（　　　　  ）８

床排水  200 mm、120 mm、305～445 mm
壁排水  120 mm（後ろ抜き）

床排水  446～550 mm
壁排水  120 mm（左右抜き）、100～120 mm（排水ジョイント接続）

床排水  200 mm、325～460 mm

〈アラウーノS設置の場合〉 〈アラウーノS設置の場合〉

〈アラウーノ設置の場合〉 〈アラウーノ設置の場合〉

床排水  460～560 mm
壁排水  100～120 mm、135～155 mm（後ろ抜き）
　※壁排水は、コーナータイプ前出しとの併設不可

床

壁

※　 「排水管と便器本体の接続」の施工終了後、便器部（アラウーノS）施工説明書の「　 止水栓への接続」まで便器の施工を行ってください。

※ねじ付ストレート管の長さは、図面を参考にして、
　500－（実際の施工時のA寸法）＝カットする寸法（mm）です。

※ストレート管の長さは、図面を参考にして、
　255－（実際の施工時のA寸法）＝カットする寸法（mm）です。

A
寸
法

A寸法

７

②

便器
側か
ら取
り付
ける便

器
側
か
ら
取
り
付
け
る

15

30 220
※1

※1

15
※1

※1

※2

※3

※3
20

※2
2020

130

※215
※2

※
3

※
3

※3

15

30220
※1※1

１ 給水ホースを回転エルボに取り付ける。

２ ねじ付ストレート管・ストレート管を導入L管に取り付ける。

取り付ける

便
器
側
か
ら

水準器

配管カバー
補強金具

取付
プレート（横）

取付プレート（縦）

H

コーナータイプ標準A

A B C D

カウンタータイプ標準B コーナータイプ前出しC カウンタータイプ前出しD

A B の場合 C D の場合

トラスタッピンねじ
（φ4×45 mm）

※1
※1

※1
※1

※1
※1

※1
※1

※2
※2

※2

すき間をあけない

5 mm
あける

515
H

5 mmあける

B D

A B C D

A B C D

A B D の場合

C の場合

C の場合

A B C D

A B D の場合

※2

100 mm

A B

B

D

D

C

配管カバー
補強金具

トラスタッピンねじ
（φ4×45 mm）

49
5

46
7

60

※パッキンの
　向きに注意

※施工後、接続部位を水漏れのないように、しっかり締めつけて
　ください。

※パッキンの向き
　に注意

※パッキンの
　向きに注意

図2

図1

便器本体を先に設置すると、手洗器側の排水管の接続ができません。必ず先に手洗器側の排水管を本体に接続してください。

この手順は、アラウーノS設置の場合のみ実施してください。
アラウーノ設置の場合は、カウンタータイプ、コーナータイプ用配管の施工説明書の「排水管と便器本体の接続」を実施してください。

ご注意

※パッキンの向き
　に注意

この手順は、アラウーノS設置の場合のみ実施してください。
アラウーノ設置の場合の排水管接続については、カウンタータイプ、コーナータイプ用
配管に同梱の施工説明書をご参照ください。     、   、   、   の設置方法に

合わせて、矢印方向の手順で
各排水管部品を各図に合わせて
取り付ける。

取付プレートの取り付け。
①図1を参照して、取付プレート（横）を「塩ビのこ」などを使用して切断する。（斜線部分）
　切断部のバリを取り除いてください。

②水準器で配管カバー取付プレートが水平になっていることを確認する。

③※1印の8か所をトラスタッピンねじ（φ4×45 mm）で壁面に固定する。（横）
 （取り付け高さ　  は、床面から切り欠け部まで515 mmにする。）

④※2印の4か所をトラスタッピンねじ（φ4×45 mm）で壁面に固定する。（縦）
　その時に図2を参照して、取付プレート（縦）を取付プレート（横）、壁面からそれぞれ5 mmあける。

⑤配管カバー補強金具を、取付プレート（横）の下穴にトラスタッピンねじ（φ4×45 mm）3本で固定する。

⑥※3の3か所にφ3のキリで下穴をあける。（図2の ● 黒丸）
リアカバー

便器本体

排水キャップ

外す

２ 排水キャップを外す。
外した排水キャップと
パッキンは不要。

１ ねじを外し、リアカバーを
外す。

３ リアカバーの加工と排水管の取り付け。

後面から見て左側を
配管が通る場合、
「塩ビのこ」などを
使用して、切断する。
切断部のバリを取り
除いてください。

後面から見て右側を
配管が通る場合、
「塩ビのこ」などを
使用して、切断する。
切断部のバリを取り
除いてください。

パッキン

手洗排水
導入口

手洗排水
導入口

導入ストレート管

パッキン

リアカバー

導入L管
（230×52）

導入ストレート管

袋ナット
（水漏れのないように、
 しっかり締めつけてください）

袋ナット
（水漏れのないように、
 しっかり締めつけてください）

スリップ
ワッシャー スリップ

ワッシャー

パッキン

リアカバー

導入L管
（230×52）

袋ナット
（水漏れのないように、
 しっかり締めつけてください）

スリップ
ワッシャー

取
り
付
け

④
手
洗
器
側
の
排
水
管
を

取
り
付
け

②
手
洗
器
側
の
排
水
管
を

③
リ
ア
カ
バ
ー
の
取
り
付
け

①
リ
ア
カ
バ
ー
の
加
工

リアカバー
②リアカバー裏面

①ツメひっかけ部

ねじを
締める

リアカバー
②リアカバー裏面

①ツメひっかけ部

ねじを
締める

Lに取り付けの場合

手洗器側 手洗器側

排水
トラップ側

便器側
便器側 便器側

排水トラップ

配管側

パッキン

裏面側からホルソーでφ48～52の
穴をあける。
穴あけ後は、切断部のバリを取り
除いてください。

各配管の接続は、完全に締め
つけないでください。
便器本体との接続ができなく
なります。

２

ストレート管

ねじ付ストレート管

導入L管

導入L管

L管2
（302×80）

L管1
（80×60）

袋ナット

エルボ

塩ビ管
L=　 850
　 950

※塩ビ管の長さが余る場合は、カットして長さ調節をしてください。

L管3
（222×80）

L管2
（302×80）

エルボ

単位：mm

ねじ付
ストレート管

カット寸法

ストレート管

カット寸法

排水トラップ

配管側

排水
トラップ側

排水
トラップ側

L管1
（80×60）

袋ナット
60

80

袋ナット

偏心管

Rに取り付けの場合

60
80

3



カバーの取り付け（　　 　　 ）１３

給水ホースの固定（　　　　  ）１０

試運転（　　　　  ）１２

排水配管の固定（　　　　  ）１１

塩ビ管をサドルバンドで任意の位置で固定する。
排水方向と逆勾配にならないようにする。注意

25

片方（外側）
のみ固定

本図は、Lタイプの場合の固定位置
です。
Rタイプは、ボウル中心を軸に左右
対称です。

※施工パネルにこのねじ部分の下穴は
　あいていません

10

60

25 35

85
50

85
50

25 35
35 35

65 85

・トラップカバーの取り付け ・配管カバー（横、縦）の取り付け（　　  のみ）

A B C D

配管固定板の固定位置

B

b

D

A C

A

B

C

D

A B C D

※印のねじ部分の下穴はあいていません。

※印のねじ部分の下穴はあいていません。

A B C D

止

出

出

止

手動単水栓の場合 自動単水栓の場合

A B C D

B D

サドルバンド
排水管用

塩ビ管

トラスタッピンねじ
（φ4×20 mm）

トラスタッピンねじ
（φ4×20 mm）

サドルバンド
固定板

配管カバー取付
プレート（横）

手順

手順

L管3

突起部

サドルバンド
排水管用サドルバンド

固定板

この時は、L管3の突起部と
サドルバンド固定板を、
合わせて取り付ける。

B D

サドルバンドの固定

給排水配管完成イメージ

b

A C

平面図 突起部

手順
配管固定板を取り付ける

1

突起部と配管
固定板の上端を
合わせて取り付
ける。配管固定板

  サドルバンド
（排水管用）

手順 2

施工完了チェックリスト

施　工　日 担　当　者施　工　店　名

商品を取り付けられた方へのお願い！！

施工後、このチェックリストに従い施工確認をしていただき、
結果を記入の上、お客様にお渡しください。

● 手洗いボウルや、カウンターにがたつきはありませんか？

● 給排水配管の接続部から水漏れはありませんか？

1

2

No. チェック項目 結　果

お願い

Ta0310-0

施工説明書をお客様にお渡しください。

給水ホース

給水ホース用サドルバンド給水ホース

電源コード

シーリング

ハンドルを回すと、水が出ます。 自動単水栓の電源プラグを、コンセント
に差し込んでください。
センサーに手をかざすと水が出ます。

センサー

自動単水栓用
電源プラグ

Lタイプの場合 Rタイプの場合

給水ホース用
サドルバンド

ウスバインド
タッピンねじ※
（φ4×23 mm）

給水ホース用
サドルバンド

トラスタッピンねじ※
（φ4×20 mm）

トラスタッピンねじ※
（φ4×20 mm）

給水ホース用
サドルバンド

トラスタッピンねじ※
（φ4×20 mm）

トラスタッピンねじ※
（φ4×20 mm）

給水ホース用
サドルバンド

40 mm

25 mm

給水ホースを取付プレートの
下側によせて固定する

パナソニック電工株式会社　水廻りシステム事業部
〔〒571-8686〕大阪府門真市大字門真1048番地
   Panasonic Electric Works Co., Ltd. 2010C

トラップカバーの下部左右を「パチン」と音がする
まで（ウラ側の突起が、突起受け金具の上にのる
まで）下から手で持ち上げてください。

給排水管の配管位置に合わせてトラップカバーの
切り欠きに沿って「塩ビのこ」などを使用して、
切断してください。
切断部のバリを取り除いてください。

トラップカバー

突起

突起受け金具

突起受け金具

配管カバー（横）

配管カバー（縦）

皿木ねじ
（φ4.5×20 mm）

化粧カバー

突起

３

３

３

１

※本図は、Lタイプの給排水図です。Rタイプはボウル中心を軸に左右対称です。

A

B

C

D

手動水栓

コーナータイプ

カウンタータイプ

自動水栓

給水ホースがねじれたり折れたりしないように
給水ホース用サドルバンドで固定する。
　 、　 は3か所
　 、　 は1か所（施工パネル）に取り付ける。

カウンターと壁のすき間、カウンターと
手洗いボウルのすき間をシーリング処理
する。

給水ホース用サドルバンドで電源コードも固定して
ください。固定位置は、巻末に示す　 給排水配管
完成イメージをご参照ください。

自動水栓の場合

１ 水道の元栓を開ける。 ２ 止水栓を開く。

３ 手洗器の通水を
確認する。

４ 給排水の接続部分からの水漏れを確認する。

サドルバンド（排水管用）を各図に合わせて指定のねじで固定する。

「排水管の仮接続」部位を水漏れのないように、しっかり締めつけてください。

給水ホース用サドルバンドで電源コードも固定して
ください。固定位置は、巻末に示す 　給排水配管
完成イメージをご参照ください。

トラップカバーを図のように取り付けてください。２

固定ねじで固定してください。４

２

自動水栓の場合

１

２

配管固定板の固定位置は
巻末の　 配管固定板の
固定位置を参照

トラップ
カバー突起受け

金具
突起

施工パネル ワッシャ
（くぼみ側がねじ頭側にくるようにする）

自動単水栓の場合は、電源コード取り出しのため配管カバー（横）を
図の寸法を参照して、「塩ビのこ」などを使用して切断する。（斜線部分）
切断部のバリを取り除いてください。

配管カバー（縦）のねじ取り付け部は、
現場の施工状態に合わせて、どちらか
片側をカットしてください。

トラップ
カバー突起受け

金具

突起

施工パネル

パチン

40 mm×40 mm

横から見た図

トラップ
カバー

固定ねじ４

A C
Rタイプの場合

B D
Rタイプの
場合

A C
Lタイプの場合

B D
Lタイプの場合

給水ホース用サドルバンド給水ホース

電源コード

a b

L管2

サドルバンド
排水管用

配管固定板

配管固定板
ウスバインド
タッピンねじ
（φ4×23 mm）

ウスバインドタッピンねじ
（φ4×23 mm）

a

4


